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コードクローン中のコードスメルに関する調査研究

本田 澄 奥野 真伍 吉田 則裕

コードクローンとは，ソースコード中に存在する一致するまたは類似したコード片である．また，コードスメルとは
ソフトウェアに問題を引き起こす可能があるコード片のことである．本研究では何らかのコードスメルがあるコード
片がコードクローンによって増加することを問題と考え，コードクローン中にあるコードスメルについて調査研究を
行う．その方法としてソフトウェアの開発履歴も含めてコードクローンの分析が行える CloneTrackerを用いて対象
とするソフトウェアのコードクローンを検出する．加えて，ソフトウェアの静的解析ツールである SonarQubeを利
用してコードスメルを検出する．CloneTracker が検出したコードクローンと SonarQube が検出したコードスメル
を利用してコードクローン中のコードスメルを抽出しその特徴を分析する．対象とするソフトウェアは GitHub に
て公開されているオープンソースソフトウェアである．

1 はじめに
コードクローンとは，ソースコード中に存在する
一致するまたは類似したコード片である．また，コー
ドスメルとは，ソフトウェアに問題を引き起こす可能
があるコード片のことである．本研究では何らかの
コードスメルがあるコード片がコードクローンによっ
て増加することを問題と考え，コードクローン中にあ
るコードスメルについて調査する．
本研究では，オープンソースソフトウェア (OSS)

を対象として，コードクローンが存在するかを調べ，
存在する場合にコードクローン中にコードスメルが
存在するかを調査する．また，コードクローン中の
コードスメルについてどのようなものがあるのかを
分析する．調査では，CloneTracker†1 [3]を利用して
コードクローンを分析し，SonarQube†2 を利用して
コードスメルを分析する．
本研究の研究課題を以下に定義する．
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RQ1: コードクローン中にコードスメルが存在す
るか

RQ2: コードクローン中に存在するコードスメル
にはどのような特徴があるのか

これらの研究課題に対して，調査対象としてGitHub

にて公開されているApache Software Foundationに
関連するプロジェクト †3を対象とした．また，分析を
単純化するために，Java言語で記述され，pomファ
イルが含まれているプロジェクトのみを対象とする．

2 関連研究
コードスメルに関して，品質に与える影響や保守に
与える影響を分析し評価しているものがある [1] [2]．
本研究ではコードクローン中に存在するコードスメ
ルを対象とした調査であり，品質に与える影響や保守
に与える影響の分析に役立つと考えられる．

3 評価と結果
評価方法として，GitHub にて公開されているプロ
ジェクトを Cloneし，CloneTrackerを利用してコー
ドクローンであるコードを特定する．次に，Sonar-

†3 https://github.com/apache



表 1 各プロジェクトのコードスメル中のコードスメルの数
コード コード コードクローン中
スメル クローン のコードスメル

BCEL 1867 6 5

BeanUtils 403 12 5

Cli 183 1 0

Codec 1275 4 2

Collections 2338 10 0

Compress 3561 21 10

Configuration 2902 1 0

DBCP 1389 3 0

Digester 366 3 2

JEXL 360 6 6

Math 1301 74 14

Net 1023 6 5

SCXML 536 1 0

Text 2407 37 14

Qubeを利用して Cloneしたプロジェクトを対象とし
てソースコードの静的解析を行い，コードスメルと
されるコード片を特定する．本研究では SonarQube

で定義されたコードスメルを対象として分析する．
CloneTrackerで特定したコードクローンであるコー
ド中に SonarQubeで特定したコードスメルがあるか
を目視で調査する．
評価対象としたプロジェクトは GitHub にて公開
されている Apache Software Foundation に関連す
る 14 プロジェクト (BCEL, BeanUtils, Cli, Codec,

Collections, Compress, Configuration, DBCP, Di-

gester, JEXL, Math, Net, SCXML, Text)である．

3. 1 結果
表 1 に SonarQube で解析したコードスメルの数
と，CloneTrackerで解析したコードクローンの数と，
二つの結果から特定したコードクローン中のコード
スメルの数を示す．表 2にコードクローン中に存在す
るコードスメルの種類とその数を示す．数は評価対象
としたプロジェクトの全てを対象として数えたもので
ある．

3. 2 考察
RQ1: コードクローン中にコードスメルが存在するか
表 1から 14プロジェクト中 9プロジェクトにコー
ドクローン中にコードスメルが存在した．

表 2 コードクローン中のコードスメルの種類と数
コードスメルの種類 数

複数繰り返されるリテラルの指摘 9

認知複雑度に関する指摘 8

ループ内の break,continue を減らす指摘 8

ループ内のループカウンターに関する指摘 8

TODO コメントを行う指摘 6

反対の演算子「!=」を使用する指摘 4

「if-then-else」を単一の return に置き換える指摘 4

常に false になる式を削除する指摘 3

System.out,System.err をロガーに変える指摘 2

Null の代わりに空の配列を返す指摘 2

switch 文に default ケースを追加する指摘 2

コメントアウトしている行を削除する指摘 2

エラー出なく例外をキャッチする指摘 2

代入式内の代入式を分ける指摘 2

ローカル変数への無駄な代入を削除する指摘 1

RQ2: コードクローン中に存在するコードスメルにはど
のような特徴があるのか
表 2からコードクローン中にコードスメルが存在し
た 9プロジェクト全体では，「複数繰り返されるリテ
ラルの指摘」が最も多い種類であることがわかった．

4 まとめと展望
本研究ではコードクローン中のコードスメルにつ
いて調査し，14プロジェクト中 9プロジェクトに存
在すること，その中で最も多く存在するコードスメル
が「複数繰り返されるリテラルの指摘」であることを
明らかとした．今後は対象を増やしプロジェクトの種
類とコードスメルの種類について分析を行う．
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